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学校教育は  

広島市教育センター所長 高 田 和 彦  

椰ドl；祭叩附を深め，花が国の丈化と伝統を尊重  

する態度の育成を・t祝すること  

の4点をあげて各教科のl勺容の改善を求めている。  

ここに「平成の教育改革」が始まったわけである。  

これからは，牛澤学習体系への移行を視野に人れな  

がら，新しい学力観に、ンニった教育の展開が求められ  

ることとなる∵   

21世紀を生きる子どもたちが心豊かに充実した人  

生を送るために学校では何ができるのか，また，し  

なければならないのか。   

ナ、㌣校に寄せられる保護者やl日工の期待が人きいだ  

けに，そこにii三がれるHも厳しいものがあり，要求  

も高くなってきている。我々は常に信頼される教育  

者でなければならないし保護者が安心して子どもを  

掛ナられる教育ゴー1働を展開すべく経えず研修を積ま  

ねばならない。   

シャッターチャンスを測りかねているカメラにお  

かまいなく動きを止めない丁どもたちを見ながら，  

これからのサ杖隼．i舌力i小て寅校やいじめとは無縁な楽  

しいものであってほしいとl鍾うと共に，今の輝きを  

いつまでも尖わせてはならないとつくづく感じたも  

のである。  

入学式の緊張から解放され，  

体育館の樺の桜♂〕木のまわi）に集う児童と保護者の  

動きは華やいでいた。これから記念写真を撮るとこ  

ろであろう。   

このナビもたちが小学校を卒業する年は既に21世  

紀となノ」ているし、   

国際化・情靴化の進む社会の激しい動きの巾にあっ  

て，教育界も今人改革期に入っている＝ ここ数年来  

の教育改革の披は口本の教育史に残る人きなもので  

あり，これは単に新学習指導要領の実施や学校過行  

l川刈の導人てり‘三に見られる刷度面の変や償というだけ  

でなく，学校教育の質的転換をも求められる厳しさ  

を伴った波とも言われているし、   

幼児児草生徒の人間としての調和のとれた人格形  

成をト】指すという観点に立って教育課程審議会は，  

（1〉 豊かな心をもち，たくましく牛きる人間の育  

成を図ること  

（2、〉 自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応で  

きる能力の育成を虎視すること  

（3〉 国1工として必要とされる基礎的・基本的なl勺   

容を重視し，個性を」二かす教育の充実を阿るこ  

と  
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研究紹介  

中学校における環境教育のカリキュラム開発  

一社会科，理科，保健体育科，   技術・家庭科を対象として¶  

広島市教育センター 共同研究グループ  

「日本の中央部」の単元では，日本の諸地域の特色  

を学習する中で，環境汚染や自然破壊に視点を当て  

て学習活動を構成します。次に，判断ノ」が培われる  

ような発閃を工人し，どの教科のどの学年でいつ，  

関連のある学習がなされるのかを知り，その教科と  

連携を図ります。  

地球的規模の環境問題や都市・生活型の公害問題  

は，世界各国共通の課題となっています。このよう  

な環境問題について正しい理解と認識を得させ，環  

境に配慮して生活する力を身に付けさせることは極  

めて重要であi），本研究はこの環境教育に取り組み  

ました。   

生徒が環境問題に関する情報を何から得ているか  

調査したところ（8校324名∴「テレビ・ラジオか  

ら」（193名）に続いて「学校の授業から」（168名）  

と答えた生徒が多く，授業が重要な役割を占めてい  

ます。しかし，環境教育を進める上で，具体的な環  

境教育のカリキュラムがないことが課題になってお  

り， 試行錯誤の状態で進められています。   

そこで，中学校における環境教育の実践に役立て  

るために，年間指導計画と教科間の連携を考慮した  

学習指導案を作成しました。ここではその一部を紹  

介します。  

環境教育の視点を取り入れた年間指導計画   

作成に当たっては各教科の首標・内容を達成する  

とともに環境教育の目標も達成できるように，各教  

科の目標・内容・活動・教材を環境教育の視点から  

見直していく方法を取っています。また，中学校で  

は，教科担任制をとっているため，教科間の連携が  

図られにくい現状があり，連携という点を特に考慮  

しました。具体的には各教科の中で分散して扱われ  

ている環境教育にかかわる学習内容を示し，それが  

他教科と関連が図れるよう年間計画に位置付けてい  

きました。図は，年間指導計画の構想を表していま  

す。表は，年間指導計画の一部です。例えば，表の  

計 画1   年  間  指 導  

●   
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（各教科との関連J  

環境教育にかかわる学習内容  

生徒の実態  地 域 什  

図 年間指導計画の構想   

教科間の連携を考慮した学習指導案   

こうして作成した年間指導計画の巾から，各孝蜂ト  

で環境教育を進めていくわけですが，套源・エネル  

ギーの人量消費によって引き起こされている「地球  

温暖化」にかかわる内容について4教科の学習指導  

案を作成しました。一つの事象を複数の教科で取り  

上げ，具体的な各教科の連携を明確にします。また，  

各教科の立場でその事象をとらえて指導することで，  

様々な見方・考え方を生徒に身に付けさせることが  

できて一層の効果が望めます。   

利用できる資料と発間を記人した学習指導案を広  

島市教育センター研究紀要第14号に示しています。  

これを参考にして，各校で，生徒の実態や地域性を  

考膚した環境教育が実践されることを願っています。  

担当 主任指導主事 松田 了二  

指 導 十 幸 福原 正明 松脇 守弥  

表 社会科（地理的分野）における環境教育の年間指導計画例  

月  単 元 名  学習内容   環境教育の視一亡   

12  R本の中央部  「†本の詣地  産業の発達による  

汚染，郁寸卜地域  
先に伴う環境の変  

自然破壊等の観点  
も学習させる   

主な学習活動  他孜利▲との関連  主 な 発 間   

各地ノ」‘の寝業の特色や人々  

の隼．清の違いの理由は何か  

人々が牛活をより良くする  

ためにどのような努力をし  

てきたのか  

理▲】物質の変化  
．坤・3 触とエ十Lキ  

理▲ 3 地球と人間  
保休・2環境と適応  

H本の諸地域における  

生活の特色を世界の他  
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取り組んでいます 国語科  聞いたことありますか 高等学校  

O「総合学科」   

高等学校の学科制度が改正され，普通科と  

専門学科に加えて，総合学科が設置できるこ  

とになりました。   

総合学科は，普通科R・専門科目の双方を  

含んだ多種多様な科口の巾から，生徒が自己  

の興味・関心に基づいて⊥体的に履修科目を  

選択するところに特色があります。将来の職  

業選択を視野に人れた進路へのH覚を深めさ  

せること，個性を生かした主体的な学習を通  

して学ぶことの楽しさや成就感を体験させる  

ことなどを重視した学科です。   

生徒の適性，興味・関心，進路等の多様化  

に対応した高校教育改革のバイオニア的な役  

割が期待されています。  

O「聞くこと・話すこと」の指導   

小学校，中学校で 「聞くこと・話すこと」  

への関心が高まり，創意に富んだ実践が積ま  

れています。   

会話一対話一話合い－ディベートースピー  

チという段階を経ながら，話すことを体験さ  

せる中で，パブリック・スピーキングの力を  

育てる実践です。   

また，話し手の立場にたって，分かろうと  

しながら聞き，そのことを態度（まなざし，  

相づちなど）で話し手に伝える積柿的傾聴法  
ノー／レ  

の酒養も取り組まれています。   

思わず聴きたくなるような話を聞く機会を  

多く持たせること，聞いて話す場をしくみ，  

滑らかに話すことより話そうとする姿勢を評  

価することがポイントでしょう。  

0   

0   

0  

話  

題  

の  

広  

場  

●  

作ってみましょう 技術・家庭科   エ夫してみましょう 理科（小）   

簡単なプログラムで発光ダイオード（LED）  

を点滅させる教具（LED制御盤）を製作し  

ました。基本プログラムと点灯・消灯時間の  

命令や繰り返しなどの命令を組み合わせるこ  

とにより，8個のLEDをそれぞれ独立して  

制御することができます。この教具は，作成  

したプログラムの結果をLEDの点滅により  

容易に確認できることが特徴です。  

理科の学習では，実験・観察をすることが  

重視されます。児童が直接自然の事物・硯象  

に働きかけることで，科学的な見ノノや考えノノ  

も養われます。その思考を袖肋するための教  

具を紹介します。写真の簡易モデル実験器は，  

第4学年理科「水のたび」の学習で自然界の  

水の状態変化や循環（海→雲→雨→川）をと  

らえやすくさせる教具です。このような教具  

を教師が⊥夫することにより，児童の思考に  

即した楽しい理科学習が期待できます。  

●  
0
0
0
 
 

製作ポ▲Jム島市、■／二上斐東小芋校教諭 橋本賢 一   
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／′  ヽ  √  
研修を終えて  

「自己評価力を」  

広島市立鈴張′」、学校教諭  

玉井 碁宏   

研修を終えて   

「グループ・カウンセリング」  

広島市立亀崎中学校教諭  

高島  優  

「自己教育力を育成する学習指  

導に関する研究」という題目で半年間，教員軒  

別研修生として研修をしました。自己評価力は  

自己教育力を構成している重要な能力です。自  

己評価力を育成するためには，児童一人一人が，  

その学習活動の巾で，十分に自己評価活動を経  

験できることが重要だと考えました。そのため  

には，学習過程そのものが自己評価を生かして  

進めていけるものでなくてはなりません。この  

考えを実証するための授業を計画し，実施した  

ことが，私の主な研究内容です。   

研究内容もですが，素晴らしい先生方との出  

会いに恵まれ，現在の学校での仕事につながっ  

てきています。研修のチャンスを与えてくださっ  

たことに，心より感謝しています。  

私は，教育研究生として3か月   

間，教育相談に関する研究をしました。研究題   

目は，「自発的な活動を促進させる教育相談の  

L 在l）万部活動におけるグループ・カウンセリ   

ングの実践を通して」です。現在，部活動中  

に生じる人間関係をめぐる問題によって活動意  

欲を失ったり，退部したりする生徒が少しずつ  

増えています。そこで，生徒同士や教師との相  

互理解を図ることで，活動意欲を高めることが  

できないかと考えましたしつ 数回のグループ・カ  

ウンセリングを実施する中で，部活動における  

人間関係が少しずつ改善されてきました。今後  

も，この実践を学級活動や教科指導にも生かし  

ていきたいと考えています。指導してくださっ  

た先生方に感謝しています。  

●  

し  ノ  し  

平成6年度   

研修講座 始まる  

平成6年度  
教育研究発表会のご案内  
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教育センターにおける教育研究の成果を学校  

の研究や実践に役立てていただくために，教育  

研究発表会を本年度より開催することとしまし  

本年度は次のようなことを考慮して，124の ▲′  

ノ研修講座を設けています。  
′ ／  
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○ 講座lペ容の焦点化  

各教科の学習指導の講座では，新しい学力   

観に基づく指導と評価をどのように行ってい J  

l  

た。ぜひ，お出かけください。  
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けばよいかを探る予定です。   

○ 

学級経営基礎講座と学習指導基礎講座を新  

設しました。学級経営や学習指導の基礎的な  

事項，具体的な方法・進め方について研修で  

きます。   

。  

・目時 平成6年9月5R（印14：30～16：  

・場所 広島市教育センター  

・－、∴：   

・中学校における環境教育のカリキュラム開発   

・小学校社会科における資料活用能力を育てる学習指導   

・小学校音楽科における即興的な表現の指導法  

・指導助言  

広島大学助教授  小原友行  

広島文数女子大学教授 下西茂樹  
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馨  
巴）  

諾  
ノ  

′  J   

l    ヽ  

ヽ  

基礎と応用の講座を増やしました。  ′  
′  

・コンピュータ講座（基礎3班）  

・コンピュータ講座（応用Ⅳ）  

ー‾‾‾、 － 
、 一一一‾、－ －  

＿ノ 、、＿＿′  
甑  広島大学助教授  野村幸治  

♂∈邸杏飽和 、、、＿ノ  
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β教育相談重からβ   

教育相談の実施状況（平成5年度）   

●  
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○ 不登校の相談が，小学校や中学校を中心にして多い状況です。また，5，6月に不登校の相談が増   

える傾向がありますので，入学時や進級時，また転校時の子どもの様子について「1ごろから気を付け   

ておくことが人切です。  

【不登校の子どもへの家庭訪問のポイント】   

不登校の状態の子どもやその保護者に対して家庭訪問を行う際は，次のようなことに留意する必要が  

あります。  

〔子どもへは〕  

○ 子どもの興味・関心のあることを話題にする  

登校させようという意識が教師に強すぎると，子どもはますます心を閉ざしてしまいます。信頼関係   
づくiりのために，一緒に遊ぶ気持ちでかかわることです。  

○ 子どもに会えないときは，無理に会おうとしない  
教師が家庭に来ることは，子どもにプレッシャーを与えることにもなります。子どもに会えない場合   
は，保護者とだけでも話をします。  

○ 訪問時問は長くならないようにする  

家庭訪問の時間は長ければ良いというものでもありません。子どもの負担にならないように，時間に   
配慮することも大切です。  

〔保護者へは〕  

○ 保護者の気持ちをよく聴く  

保護者の不安な気持ちや，あせる気持ちなどについてよく聴きます。そのためにも，教師がしゃべり   

すぎないように気を付けますり  

○ 子どもの好転しているところを具体的に示す  

不登校の状態になると，了▲どものマイナス点ばかりが気になります。子どものちょっとした変化をと   

らえて，プラス点を言葉で具体的に保護者に伝えます。  

○ 共に考えていこうとする姿勢をもつ  

教師が指示を出すのではなく，「一緒に考えていきましょう」という誠意ある姿勢をもつことです。  

以上のことを基本に，子どもの状態に応じてかかわるという柔軟な姿勢が必要です。   

●  
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教育セ ン  タ ーひろ ば  

（平成6年4月～9月）   

吾lニ 事業チニラ‥ 職  γ．氏  γ．押 、rl 票 相  

川】  1と r」lF†利 彦Jりテ楷総括  

次  1こ 枠「J‖ キ山戸rl■JrlJ叶席管f巨軌子f  

今年度前期は次の6名の先生方が、それぞれの専  

門分野で研修を進めておられます。、   

国語科教育：高橋  朗教諭（中野小）   

家庭科教育：須崎 恵子教諭（五日市観音小）   

特別活動：今井 邦夫教諭（美鈴が丘小ニ）   

英語科教育：神田 良子教諭（吋部中）   

障害児教育：笠崎 修聖教諭（東原軒1   

幼稚園教育：Ll」野井敏了▲教諭（上温品幼J  

】 川  務l11て’L‥）卜什1†′」イこ 紺．と用人J松川、1二乍う＼り川 

珊  卜  串 小てリ1i（井上美J’一  

、：；㍍： 二叩  車 ‥ fJ川」昭  

公［l帰日．上告里明仁辞彗巧  

帖設封恥升紆持イり．榊I‖  

ト什指導i」†松 し1」」  

指 ヰIJポノ∴●J措 いら」’  

動イHlノこ指 導lJi木＋付 l二†＝  

紬ノ、麿拍，一抹描清音拍帖ブ三  

幼紺牒l数千戸  

上1’．1f卜，才川」活動＝圧奈釣れ  ●   
‘卜′ …ii＝～三  

教イ1仙ぺ余＝〕「」＝ 仙 叶教子f仙訣  

釈巾1＝ 談 ＝  

孝t了f 州読 ＝  

LF・⊥′、道 教f「州㌻淡  

J蛍 J 夫 教子川談  1
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丁
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（、ド成6年4月～平成7年3月）  

校内研修：川本 正行教諭（原南小）  

校内研修：岡崎 信一致諭（高取北巾）  

明≠ノ、J結†ト音珠潮  巨什JR導仁市  

リユ  指；掌†Jト  

崎
 
原
 
 

l洲ILl卜什什、美術村  

数育」∴■瀾他′正数否  

什誉町道徳  

算数朴，数学利 

教育】1予，礼冊ノi－土子iナナ  

し叶1抒汗㈹用＝作  

矧′、機宜．ド語什．車輌  

仰  究 指 や】．ヰ1 神iF 作 男  

佃 敢行関係 相 や j 井 〈「竹 fl；［パ  

恨・＃封・附備 析 導lリ弓ニ ノ亡 －ほ1車i■デJ  

部 岬佗」旨埠iiノ寄市．ま′、光  

一ぺ∵‘ニこ 」  
ニ 

1 ＊離退任 ～在什巾はお世話になりました～  

小西 清彦所長（広島養護学校へ）   

正坊地武生指導＋事（高南小へ）   

沖増 正和指導主事（職町中へ）   

保本 早苗主事 川南人数育会館へ）   

杉山 武郎研修指導員（退職）  

＊就任 ～どうぞよろしく～   

高田 利彦所長（心教委指導課から）   

神津 住男指導主事（観音巾から）   

尾形 憤治指導主事（神崎小から）   

小笠原紀美子主事（中福祉事務所から）   

伊藤 俊文研修指導員（城南中学校から）   

第  瀬 ヰト 叫r 

指 導 ト Ji越  

… 

，．  

‖ グ〔僅十掛か：、J友紬▲．打衰科  

丈 嗣 一時科、・r」和教†j 

「1て 祢机小二l語（英語ノ科  

佗 仰再棚  
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理f＝卜 家庭科片付凍庭f＝l  」⊥  州 修 指 偉［i仰 藤 作 文  

暑くなりました。今年度は，紙面を大き  

くしたり，新しいl勺容を加えたりなどして  

編集してみました．ご感想，ご意見などお  

聞かせください。  題 字 広島市立国泰寺「‡」学校校昆 松陰 正行  

表紙絵 広島市立中野東小学校校長 六島  宏  
広Ⅹ694－051（4）  




